
第７期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

保険者名 伊丹市
所属名 介護保険課

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第７期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

伊丹市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

市民が、日常生活の中で主体的に楽しく継続し
て自らの健康づくりにとりくめるよう支援する
必要がある。

住民主体の通いの場の創出
－(いきいき百歳体操の推進)

実施グループ数
　[124ｸﾞﾙｰﾌﾟ]

107グループ ◎
新型コロナウイルス感染症の影響により、活動自粛せざるを得ない状況で
あったが、感染予防対策を行いながら実施できた。

伊丹市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

地域における高齢者の生活支援体制を充実する
とともに、地域における多様な支え合いの体制
づくりを支援する必要がある。

住民主体の通いの場の創出
－(介護予防拠点づくり)

サポーター(事業担い手：
登録ボランティア）登録者数

[95人]
７５人 〇

新型コロナウイルス感染症の影響により、ボランティアの依頼数、ボラン
ティア登録者数も減少したが、毎月定例である依頼には継続して対応でき
た。新型コロナウイルス感染症が収束した際には、改めてボランティア活動
について周知する必要がある。

伊丹市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

高齢者が自らの健康管理・保持増進に取り組む
ための知識や実践方法の普及及び認知症に対す
る理解を深めるための支援が必要。

主体的な健康づくり・介護予防の支援
-(高齢者への健康教育実施)

講座の参加者数
　[720人]

１７４人 ×

新型コロナウイルス感染症の影響により、講座の開催が難しい状況であっ
たが、感染対策を行い、回数を減らして開催した。また自治回覧や広報紙
で自宅でできる介護予防について周知する等、講座以外の異なる方法で
健康づくり・介護予防の支援を行った。

伊丹市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

高齢者を介護している家族や近隣の援助者等が
介護方法や介護予防，介護者の健康づくり等に
ついての知識・技術を習得することが必要であ
る。

主体的な健康づくり・介護予防の支援
-(家族介護教室の実施)

教室の参加者数
　[450人]

１２７人 ×
新型コロナウイルス感染症の影響により、教室を開催することが難しい状
況であった。家族介護者のニーズの把握とそれに沿った有益な内容の教
室の開催方法について検討していく必要がある。

伊丹市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

認知症高齢者に対する適切な対応などについ
て、正しい理解の浸透を図る必要がある。

認知症予防・正しい理解の促進
-(認知症サポーターの養成)

認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ数
(のべ)[8,500人]

13,680人 ◎

新型コロナウイルス感染症流行のため、講座を開催することが難しい状況
であった。新型コロナウイルス感染症が収束した際には、改めて認知症サ
ポーター養成講座の受講の必要性等を周知し、積極的に開催していく必要
がある。

伊丹市
①自立支援・介護
予防・重度化防止

介護者への支援を行うことが認知症高齢者の生
活の質の改善ために必要である。

認知症予防・正しい理解の促進
-(認知症初期集中支援(チームの活

動）)

支援世帯数
[7世帯]

６世帯 ◎
チームとして支援が必要な事例を支援することができた。ま
た、関係機関と積極的に連携し、本人・家族が望む生活が継
続できるように支援することができた。
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